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１．組織の概要

１）事業所名及び代表者氏名

（事業所名）　　 石井興産株式会社

（代表者氏名)　 代表取締役　石井秀和

２）所在地

（本社） 三豊市高瀬町比地中1604番地1

３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

(環境管理責任者) 栗田慎也

(連絡担当者) 栗田慎也

℡ 0875-72-0141

ﾒｰﾙ kurita＠kk-ishii.co.jp

４）事業活動の内容

土木工事業

建設工事業

とび・土工工事業

解体工事業

宅地建物取引業

建築資材インターネット販売業

５）事業規模

(売上高(出来高)) 73百万円／令和4年度（2022年4月～2023年3月）

(工事等の件数) 27件

(従業員) 4人

(事務所延面積) 40㎡

（事業年度) 4月～3月

２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

（登録事業所） 石井興産株式会社　　本社

（事業内容） 土木工事業、建設工事業、とび土工工事業、解体工事業、

宅地建物取引業、建設資材インターネット販売業

（レポートの対象期間） 2022 年4月～2023 年3月 2023 年8月1日発行

（関連事業所） なし
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３．環境経営方針

基本理念
　地球温暖化による気候の変化等により、地球環境は悪化のスピードを増しております。　　   

石井興産株式会社は、本業である建設業を通じてお客様満足度向上の追及と、 豊かな

社会の実現に向けて、地球温暖化問題に取り組むことで環境経営の継続的改善を推進

します。

行動指針

⑥山を守る植林活動に協力します。

⑦地元の環境保全活動に積極的に参加します。

２．

環境経営方針は、全ての従業員及び下請の協力会社様に周知し、環境経営レポート
を広く一般に公開します。

制定日： 2017年8月1日

改訂日： 2020年4月1日

改訂日： 2021年4月1日

       代表取締役

            石井　秀和

④グリーン購買を推進します。

⑤現場に合った、環境に優しい工法にて工事を行います。

②事業により発生する廃棄物を削減します。

③社員の意識改革により、水の使用量削減に取り組みます。

環境関連法規・条例・規則や当社が約束したことを遵守します。

石井興産株式会社

環境経営方針

１．具体的に次の項目に取り組みます。

①二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。
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４．環境経営目標(　中・長期 　）

2022年度 2023年度 2024年度

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 9,424 9,330 9,236 9,141

　　・電気使用量削減　　　       　＊1 kWh 4,018 3,978 3,938 3,897

　　・ガソリン使用量削減 L 2,940 2,911 2,881 2,852

　　・軽油使用量削減 L 188 186 184 182

一般廃棄物排出量削減 kg 40.82 40.41 40.00 39.60

産業廃棄物の再資源化率　    ＊2 ％ 98.0% 98.0% 98.0% 98.0%

水使用量削減 m3 60 60 60 60

環境に配慮した施工の推進　＊3 件数 - 100% 100% 100%

＊1．電力のＣＯ2 発生量については、

　　　四国電力が2021年公表の調整後排出係数 0.527 （kg－CO2／kWh）を使用した。

＊2．過去2年間の実態を考慮して、再資源化率98%以上とする。

　　　尚、水使用量以外の削減目標は基準年に対し、毎年1%削減し3年間で3%削減する

＊化学物質の使用はありません。

※今年度は、2022年度の環境経営目標に取り組む。

　　　①着工前に発注者、設計者、地元関係者等との入念な打ち合わせ

　　　②社内並びに、協力業者に対し的確な説明、指示、打合せ　

　　　③発注者、設計者、地元関係者による出来形の確認並びに承認

目標 単位
基準年
(2021年)

目　　　標

＊3.　環境に配慮した施工は、手戻り工事の削減の為に次の3項目に取り組む。
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５. 環境経営計画

          ・取組期間　2022年4月　～　2023年3月

具体的実施項目

①不要な照明を消す

②毎月の使用量の見える化を検討

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行

①重機の定期的な保守点検の実施

②重機使用者（協力業者含む）への指導

①ゴミ分別励行

②リサイクルの励行

①着工前に発注者、設計者、地元関係者との入念な

　　打合せを行う。

②社内並びに協力業者に対し的確な説明、指示、

　　打合せを行う。

③発注者、設計者、地元関係者による出来形の確認

　　並びに承認を得る。

電気使用量削減

ガソリン使用量削減

軽油使用量削減

①常に節水意識をもって効率よく使用する

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物の再資源化

水使用量削減

①分別の徹底

二酸化炭素排出量削減

環境に配慮した施工 手戻り工事の削減
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６．実施体制と役割

石井興産株式会社　実施体制図

*事務所

*建設現場

・特定された緊急事態への対応マニュアルの作成

総務

総務 工事　 営業

現場責任者

役割・責任・権限

下請等の協力会社

・環境経営レポートを確認し、承認

環境管理責任者

・環境管理責任者の補佐

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

全従業員

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境経営へ参加

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営方針の理解と環境経営への取り組みの重要性を自覚

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営の取り組み結果を代表者に報告

・環境管理責任者を任命

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

・環境経営の実績集計

・環境経営レポートの作成

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

代表取締役

・代表者による全体の評価の見直し・指示の実施

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・全従業員に対する教育・訓練の実施

代表取締役

石井秀和

環境管理責任者

栗田慎也

従業員
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７．環境経営目標の実績

○取組期間　2022年4月　～　2023年3月

目標 単位 基準年
基準年
数値

目標 実績

二酸化炭素排出量の削減    kg-CO2 2021年 9,424 9,330 10,890 86% ×

　　　・電気使用量削減　　　  ＊1 kWh 2021年 4,018 3,978 4,726 84% ×

　　　・ガソリン使用量削減 L 2021年 2,940 2,911 3,620 80% ×

　　　・軽油使用量削減 L 2021年 188 186 0 0% ○

一般廃棄物排出量削減　 ㎏ 2021年 40.82 40.41 32.05 126% ○

産業廃棄物の再資源化率　 ＊2 ％ 2021年 98% 98.0% 100.0% 100% ○

水使用量削減 m3 2021年 60 60 60 100% ○

環境に配慮した施工の推進 ＊3
実施率
（％）

2021年 - 100% 100% 100% ○

〇実績に対するコメント

環境に配慮した施工の推進

節水活動については、　蛇口箇所に節水啓蒙シール、また声かけにより、従
来通り行われている。

工事数　25件に対し、100％実施出来た。

二酸化炭素排出量の削減

一般廃棄物排出量削減

産業廃棄物（建設副産物の内、
再生資源）　の再資源化率

水総使用量の削減

産業廃棄物全部が、再生資源であった為、100％再生資源化できた。

評価
（目標に対する％）

目標に対して17％増となったのは、電気使用量が6月～9月の４か月間、特に
7月は、前年比180％増と大幅に増加した事と、ガソリン使用量が、往復距離
６０㎞程の現場が３か所あったことにより増加した事が原因である。軽油につ
いて該当する現場がなかった。

排出量が21％削減となり目標達成した。瓶タイプのコーヒーを使用せず、煮
出しタイプのコーヒーを使用したことにより瓶の排出量が約10㎏減少した事
が原因である。
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8. 環境経営計画の取組結果とその評価

・取組期間　2022 年4月　～　2023 年3月

具体的実施項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 評価

①不要な照明を消す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②毎月の使用量の見える化を検討 ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 〇

①アイドリングストップの徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②エコドライブの励行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①重機の定期的な保守点検の実施 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

②重機を使用者（協力業者含む）へ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　の指導

①ゴミ分別の励行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②リサイクルの励行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①分別の徹底 ― ― ― ― 〇 ― ― 〇 ― ― ― ― 〇

①常に節水意識をもって効率よく使用
する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①手戻り工事の削減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○　計画通り実施　　　△　一部出来なかった　　

×　出来ていない　　　―　該当する工事なし

項目

二酸化炭素

一般廃棄物

産業廃棄物

水使用量

環境に配慮し
た施工の推進

着工前、工事途中における、入念な打ち合わせにより、手戻り工事が無く、無駄な材料ロスも無かった。また、工事途中
で、施主側の担当者の変更があった際、前担当者との決定事項等を丁寧に説明し、思い違いがないよう努めたことが
良かった。

これまで通り、節水啓蒙シール、ポスター掲示、声かけ等により、節水に努めた。

二酸化炭素

産業廃棄物　（建設副産物の内、
再生資源）の再資源化率

一般廃棄物削減

ゴミ分別並びにリサイクルの励行ができた。ゴミ分別の一環として、瓶タイプのコーヒーを使用せず、煮出しタイプのコー
ヒーを使用したことにより、瓶の排出量が約10㎏減少したことによって、前年比約20％減少となったことが良かった。

評価に対するコメント

環境配慮した施工の推進

今期は、すべて、再資源化可能な廃棄物であったこともあり、100％再資源化できたことが良かった。

電気使用量について不要な照明を消す事に努めた。また4月から四国電力ホームページから毎月の電気使用量を確認
し、事務所に掲示し見える化を実施した。ガソリン使用量削減に対してエコドライブ励行に努めた。　軽油を使用した現
場は無かった。

(具体的取組内容と月次実施報告)

軽油使用量
削減

電気使用量
削減

ガソリン使用量削
減

水使用量の削減
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9．次年度の環境経営目標(中・長期環境経営目標)

　　

2022年度 2023年度 2024年度

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 9,424 9,330 9,236 9,141

　　・電気使用量削減　　　　＊１ kWh 4,018 3,978 3,938 3,897

　　・ガソリン使用量削減 L 2,940 2,911 2,881 2,852

　　・軽油使用量削減 L 188 186 184 182

一般廃棄物排出量削減 kg 40.82 40.41 40.00 39.60

産業廃棄物の再資源化率　　＊2 ％ 98.0% 98.0% 98.0% 98.0%

水使用量削減 m3 60 60 60 60

環境に配慮した施工　　　＊3 実施率（％） - 100% 100% 100%

＊1．電力のＣＯ2 発生量については、

　　　四国電力が2021年公表の調整後排出係数 0.527 （kg－CO2／kWh）を使用した。

＊2．過去2年間の実態を考慮して、再資源化率98%以上とする。

　　　　尚、水使用量以外の削減目標は基準年に対し、毎年1%削減し3年間で3%削減する。

＊化学物質の使用はありません。

※次年度は、2023年度の環境経営目標に取り組む。

　　　②社内並びに、協力業者に対し的確な説明、指示、打合せ　

　　　③発注者、設計者、地元関係者による出来形の確認並びに承認

目標 単位
基準年

(2021年）

目　　　標

＊3.　環境に配慮した施工は、手戻り工事の削減の為に次の3項目に取り組む。

　　　①着工前に発注者、設計者、地元関係者等との入念な打ち合わせ
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10．次年度の環境経営計画

          ・取組期間　2023年4月　～　2024年3月

具体的実施項目

①不要な照明を消す

②事務所不在時にはエアコンを消す

①荷台に不必要な道具類、荷物を載せない。

②エコドライブの励行

①重機のアイドリングストップの実施

②重機使用者（協力業者含む）への指導

①ゴミ分別励行

②リサイクルの励行

①着工前に発注者、設計者、地元関係者との入念な

　　打合せを行う。

②社内並びに協力業者に対し的確な説明、指示、

　　打合せを行う。

③発注者、設計者、地元関係者による出来形の確認

　　並びに承認を得る。

電気使用量削減

二酸化炭素排出量削
減

ガソリン使用量削減

一般廃棄物排出量の削減

軽油使用量削減

①常に節水意識をもって効率よく使用する

産業廃棄物の再資源化

水使用量削減

①分別の徹底

手戻り工事の削減環境に配慮した施工
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１１．環境関連法規等の順守状況の確認、及び評価の結果、
並びに違反、訴訟等の有無
主な環境法規制等の遵守状況

当社に関係する環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

ありませんでした。

環境法規制等の名称/略称

廃 棄 物 処 理 ･ リ サ イ ク ル

廃棄物処理法

リサイクル法

労働安全衛生法

オフロード法

容器包装リサイクル法

家電リサイクル法

ＰＣＢ特措法

大　　　気　　　汚　　　染

振動規制法

オゾン層保護法

香川県自然環境保全条例

香川県生活環境の保全に関する条例

そ　の　他　関　連　法　令

香川県環境影響評価条例

騒　　音　　･　　振　　動

騒音規制法

香川県環境基本条例

フロン排出抑制法

建築基準法

建設リサイクル法

大気汚染防止法

又、過去3年間にわたって利害関係者等からの訴訟及び関係行政機関からの指摘も
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１２．　【代表者による全体の評価と見直し・指示】

１）見直しに必要な情報

【環境経営目標・環境経営計画の達成状況】

２）代表者による見直し・指示

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

実施体制

【総　　括】

2023年　4月30日　石井興産株式会社

代表取締役　石井　秀和

電気使用量削減について適正温度の維持を、事務所不在時にエアコンを消す
へ変更。　ガソリン使用量削減についてアイドリングストップの徹底を、荷台に
不必要な道具類、荷物を載せないに変更。　軽油使用量削減について重機の
定期的な保守点検の実施を、重機のアイドリングストップの実施に変更。

　変更の必要性　　　　□有　　　■無

　　事務所の電気使用量について、6月～9月の期間が、前年比150％と大幅に増加した。夏のエアコンの管理
が必要な事を考えさせられる結果となった。次年度は、夏のエアコン管理を徹底し、無駄な電気使用を無くすよ
う努力する。　宅地建物取引業とインターネット販売業については環境経営に影響はない。

　変更の必要性　　　　■有　　　□無

　変更の必要性　　　　□有　　　■無

　変更の必要性　　　　□有　　　■無

環境に配慮した施工の推進 ○ ○
着工前、工事途中に、関係者との入念な、また細かい打ち合
わせを行うことで、手戻り工事及び無駄の無い工事ができた
事が評価できる。

項　　　目 変更の必要性の有無・指示事項

一般廃棄物排出量削減 ○ ○ 今後も、ゴミ分別、リサイクルを徹底する。

目標項目
目標値

達成状況
活動計画
実施状況

コメント

二酸化炭素の削減 × 〇
夏のエアコン管理が、今後の課題と言える。事務所が無人の
時は、わずかな時間でも、エアコンを消すことを指示した。

産業廃棄物（建設副産物の
内、再生資源）の再資源化率
100％

○ ○ すべての建設副産物を再資源化できたことが評価できる。

水総使用量削減 ○ ○ 節水シール、ポスターで節水意識を高める。
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